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イオン液体型促進輸送膜とは？

イオン液体型促進輸送膜モジュール
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イオン液体型促進輸送膜

イオン液体型CO2キャリア

IL-based FTM

促進輸送膜 (FTMs) ：CO2と化学的･可逆的･高選択的に反応するCO2輸送担体を含有する機能性CO2分離膜
                  CO2透過性能が供給ガス性状に強く依存（低CO2分圧･高湿度で高性能，低湿度が苦手）

イオン液体型FTM ：イオン液体をCO2輸送担体とする促進輸送膜
                  低湿度でも超高速･高選択的なCO2透過が可能（CO2透過性能は供給ガス性状に依存）促進輸送膜の気体透過概念図
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キャリア：膜内でCO2と可逆的・選択的に反応する
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FTMモジュール内の各ガス成分 “j” のモル流束, Fj

pCO2

xH2O
FTMモジュール入口から出口にかけて、
水蒸気分率とCO2分圧は連続的に変化する

Fj,0

Sj,0

Feed side

Permeate side

Fj

Sj

Fj+dFj

Sj+dSj

Fj,N

Sj,N

0 A A=ATA+dA

Jj

CO2 permeance
供給ガスの組成変化に伴いCO2 permeanceも
  モジュール内で連続的に変化

FTMモジュール性能評価モデル
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Boundary conditions:
A = 0（at inlet）, Fj＝Fj,0,  Sj = Sj,0

モジュール内におけるCO2透過係数 (PCO2) および
水蒸気透過係数 (PH2O) の変化を考慮

PCO2 = 𝐴 ∙ 𝑥2
H2O + 𝐵

任意条件下におけるCO2透過係数推算式の構築

PCO2：CO2透過係数
𝑥H2O：水蒸気分率
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パラメータAおよびBのCO2分圧依存性

イオン液体型FTMモジュール（10本流路，2～10積層）

10本流路10積層モジュール

既往FTMモジュール

イオン液体型FTMモジュール
イオン液体型FTM
モジュール性能

【評価条件】
・温度 80 oC
・CO2分圧 1 kPa
・水蒸気モル分率 

0.19 mol/mol
・供給ガス流量

1.6 ～ 80 mL/min

モジュール透過ガス
・高CO2濃度
・高CO2回収率

低CO2分圧ガスからの
高効率CO2分離回収が
可能
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